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◆本年は47市町村、8,553
平成10年度 埼玉県グラウン

人

ドゴルフ協会加盟団体名

NQ 団  体  名 会 長 名 人数

26 北 川辺 町 G:G連 盟 野 口 善 吉 84

27 鷲宮町 GG愛 好会 鈴 木 秋太郎 108

28 宮 代 町 G.G愛 好 会 関 根 義 司 30

29 松 伏町 G.G愛 好会 小 河   力 50

30 富士見市 GG連 盟 梶   新 作 24

31 川 里 村 G.G連 盟 程 塚 勝 政
＾
口
ヽ
）
　
¨

Ｑ

32 大利根町 G.G連盟 梅 山 峰 松

33 飯 能 市 G G連 盟 中 里 光 男 45

34 長 瀞 町 G.G協 会 岩 田 義 和 53

35 大 滝 村 G.G協 会 山 口 金太郎 0

36 菖 蒲 町 G G協 会 加 茂   功 59

37 川越市 G.G愛 好会 大 澤 一 男 187

38 新 座 市 G.G 吉 田 け い 10

39 神 泉 村 G.Gク ラ ブ 新 井 高 光 29

40 大井町武蔵野G.G協会 上 佳 志 40

41 騎 西 町 G.G連 盟 正 能 辰 雄 109

42 浦 和 市 G.G連 盟 田 中 次 男 192

43 小鹿野町 G.G協 会 須 藤 栄 ニ 24

44 妻 沼 町 G.G協 会 森 田   明 10

45 北 本 市 G.G協 会 成 石 節 夫 40

46 川 本 町 G.G協 会 小 川 重 雄 38

47 荒 川 村 G.G協 会 新 井 喜 一 10

48 事 務 局 ク ラ ブ 田 中   久 6

△ 計 8553

Nα 団  体  名 会 長 名 人数

1 久 喜 市 G.G協 会 佐 藤 真 一 133

2 狭 山市 G.G愛 好会 柴 田 道 雄 62

3 三 郷 市 G.G協 会 高 井 満 雄 331

4 岩 槻 市 G.G連 盟 田 畑 正 昭 844
エ
ノ

６̈

春 日部市 G.G連 盟 青 柳 啓 治 153

大 宮 市 G.G協 会 高 桑 芳 男 330

7 蓮 田 市 G G連 盟 安 崎 忠 男 45

8 上尾市 G.G愛 好会 吉 沢 健 司 36

9 八 潮 市 G.G協 会 渋 谷 敏 男 32

10 小 川 町 G.G協 会 島 田 重 郎 130

行 田 市 G.G協 会 畑 中 弘 雄 124

12 本 庄 市 G.G協 会 五十嵐 好 偉 151

13 杉 戸 町 G G協 会 森 田 浅 雄 404

14 加 須 市 G.G協 会 宮 崎 義 重 747

15 神川町 G.G愛 好会 桜 沢 英 雄 68

16 熊 谷 市 G.G協 会 四分一 国 夫 541

17 幸 手 市 G:G協 会 蓮 沼 武 利 531

18 羽 生 市 GG協 会 植 竹 國 夫 185

19 皆 野 町 G.G協 会 豊 田 信 二 294

20 東 秩 父 村 G.G協 会 栗 島 信 一 134

21 越 谷 市 G.G連 盟 山 崎 忠 則 341

22 草 加 市 G.G協 会 鈴 木 敏 男 1186

23 白 岡 町 G.G連 盟 小 野 真 二 58

24 深 谷 市 G.G協 会 石 井 健 治 255

25 朝 霞 市 G.G連 合 清 水   准 59
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６
月
１３
日

（土
）
～
１４
日

（日
）

東
日
本
地
区

・
２
級
普
及
指
導
員

（、コ
ー
ル
ド
）
講
習
会

（日
本
協
会
主
催
）
　

　

　

冨
山
県
砺
波
市

６
月
１４
日

（日
）

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
宮
大
会
　
　
　
　
　
大
宮
市
西
遊
馬

６
月
２８
日

（日
）

第
１０
回
県
協
会
夏
期
大
会
兼
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
選
考
会

羽
生
市
中
央
公
園

◆
陸
上
競
技
場

。
多
目
的
広
場

７
月
２６
日

（日
）
～
２７
日

（月
）

上
級
指
導
者
認
定
試
験
及
び
上
級
指
導
者
交
歓
大
会

記
念
講
演

（社
）
日
本
協
会
副
会
長

長
谷
川
純
三
氏

栃
木
県
鬼
怒
川

９
月
５
日

（土
）
～
６
日

（日
）

第
＝
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

（日
本
協
会
主
催
）
　

　

　

秋
田
県
大
田
町

９
月
２０
日

（日
）

県
協
会
理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
喜
市

９
月
２６
日

（土
）
～
２７
日

（日
）

関
東
大
会
　
　
（日
本
協
会
主
催
）
　
　

　

　

神
奈
川
県
箱
根

１。
月
３
日

（土
）
～
６
日

（火
）

第
＝
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
　
岐
阜
県
羽
島

１０
月
１８
日

（
日
）
予
備
日
２５
日

第
９
回
青
木

一
三
杯

県
秋
季
大
会

白
岡
町
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

１０
月
３‐
日

（土
）
～
＝
月
３
日

（火
）

第
１１
回
年
り
ん
ビ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
名
古
屋
市

１１
月
８
日

（日
）

県
協
会
１０
周
年
記
念
式
典
　
　
　
　
　
　
久
喜
市
ニ
ュ
ー
八
雲

１１
月
中
旬
　
　
　
会
報
発
行

平
成
１１
年
１
月
２３
日

（土
）
～
２４
日

（
日
）

県
協
会
新
春
大
会
並
び
に
新
春
の
集
い
　
　
　
　
千
葉
県
鴨
川

２
月
中
旬
　
　
会
報
発
行

２
月
１４
日

（日
）

県
協
会
理
事
会

３
月
１４
日

（日
）

平
成
１０
年
度

総
会

・
表
彰
式

大
宮
市

大
宮
市



県
司年記念交歓大会

績記録表

1987654321
山 中 尾 福 小 北 新 福 藤

崎 村 形 島 島 島 井 島 田

肇駕C贔磐渇組[ポ

原 村 林 島 橋 田 田 田 暮

535353535252525252
打 打 打 打 打 打 打 打 打

協
会
設
立
１０
周
年
記
念
交

，
大
会

―
―
風
と
緑
と
太
陽
の
町
で

一
三
六
〇
名
の
大
会
を
終
え
て
―
―

金

吾

４５
打

〓
一
郷

市

義

夫

４９
打

加

須

市

き
　
の
　
５０
打
　
北
川
辺
町

美
枝
子
　
５０
打

加

須

市

意
志
子
　
”
打
　
熊

谷

市

勝

江

”
打

加

須

市

守
　
章
　
”
打

］石
槻

市

治

男

５‐
打

岩

槻

市

佳

男

５‐
打

大

宮

市

芳

秋

圭

吾

房

代

ト
シ
子

百
合
子

清

治

佳

吉勇登

深

谷

市

松

伏

町

羽

生

市

草

加

市

熊

谷

市

熊

谷

市

大
利
根
町

加

須

市

加

須

市

璽

暑

撮

玉

〓実
響

員
長

八

木

岩

男

県
協
会
設
立
１０
周
年
を
記
念
し
て
、
県
の
中
央
に
位
置
す
る
、
風
と
緑
と
太
陽
の
か
が
や
く
町
、
吉
見

町
で
、　
三
二
ハ
○
名
の
県
協
会
員
の
選
手
の
参
加
を
得
て
、
記
念
大
会
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

雨
に
た
た
ら
れ
た
大
会

（五
月
十
七
日
）
も
、
当
日

（五
月
二
十
三
日
）
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
最
高
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の
中
で
の
プ
レ
ー
は
、
数
々

の
好
記
録
も
生
ま
れ
、
大
歓
声
の
中
で
の
三
十
名
の
入
賞
者

の
笑
顔
は
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
病
人
や
怪
我
人
も
な
く
、
成
功
裡
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
大
勢
の
役
員
さ
ん
と
地
元
会

場
の
人
々
の
協
力
の
お
陰
で
あ
り
ま
し
た
。
今
大
会
も
県
内

各
地
よ
り
十
数
回
の
会
議
を
重
ね
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

つ
も
笑
顔
で
参
加
さ
れ
た
役
員
の
方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
一副
日
の
準
備
を
始
め
、
当
日
の
設
営
、
後
始
末
等
々

に
、
各
協
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員
の
方
々
の
協
力
、
ど
れ

一
つ
と
し
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
大
会
を
省
み
て
、
ま
だ
ま
だ
反
省
す
べ
き
点
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
私
達
ス
タ
ッ
フ
に
と

っ
て
は
、
大
き
な
勉
強

と
な
り
ま
し
た
。

登
録
会
員
も
着
々
と
増
え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
競
技

を
、
こ
れ
か
ら
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

一
環
と
し
て
、
み
ん
な

で
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
１０
回

県
夏
期
大
会
を
終
え
て

準
備
↓
無
事
故
↓
感
激

翌

曹

傷

△面

農

岡

戸

克

彦

六
月
二
十
八
日
、
四
方
を
緑
で
囲
ま
れ
た
羽
生
市
陸
上
競
技
場
に
於
て
第
十
回
県
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ッ
ト
だ
が

一
寸
芝
の
伸
び
て
い
る
Ａ
Ｂ
コ
ー
ス
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
取
り
入
れ
た
Ｃ
Ｄ
コ
ー

ス
と
変
化
に
富
ん
だ
レ
イ
ア
ウ
ト
が
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
そ
こ
そ
こ
の
評
価
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

梅
雨
の
合
間
と
は
云
え
真
夏
を
思
わ
せ
る
三
十
五
度
の
猛
暑
の
中
、
無
事
に
本
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
え
に
県
協
会
役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
参
加
選
手
の
ご
協
力
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

羽
生
市
Ｇ
Ｇ
協
会
と
し
て
本
大
会
の
よ
う
な
大
規
模
の
運
営
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
植
竹
会

長
を
中
心
に
役
員
会
員

一
丸
と
な
っ
て
準
備
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
駐
車
場
が
狭
く

一
部
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
ガ

ｆ
ゝ
し
た
こ
と
、
回
り
の
暑
さ
に
冷
水
の
補
給
が
遅
れ
た
り
等
他
に
も
い

ろ
い
ろ
不
手
際
が
あ
っ
た
か
と
思
い
お
詫
び
致
し
ま
す
。

私
共
は
裏
方
で
す
の
で
プ
レ
ー
の
方
は
タ
ッ
チ
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
閉
会
式
も
終
わ
り
皆



「グラウンド0ゴルフ」の出会いと現在

神川1町 GGガ絵 嶋 方 秋 雄

私をはじめ、会社を定年退職した人たち10名

で毎週木曜日に体育館でテニスの練習をしてい

ました。昭和59年 4月 テニスの練習をすませ一

服している所へ、社会教育課の職員が来られま

した。そして私たちに、「ニュースポーツ、グラ

ウンド・ゴルフの講習会が『青年の家』のグラン

ドで開かれるので参加して下さい」と声をかけ

てくれました。私たちはグラウンド0ゴルフに

興味を持ち、早速講習会に参加しました。

グラウンド・ゴルフが面白いせいか話がまと

まり、月に2回練習を行っていました。その後

1人、2人 と仲間が増え、1年後には会員も30名

になり、「神川町グラウンド・イルフ愛好会」の

設立となりましたが、この愛好会は埼玉県下で

一番早く出来た協会のようです。

ホームグランドは神川青年の家のグランドを

利用しています。現在会員は70名、50才～80才

の男女ほぼ同数で練習時間は朝 9時から約 2時

間程度です。

町当局からは、こうした私たちの練習成果の

実績とグラウンド・ゴルフの良さを認めていた

だき、町の優秀なスポーツ団体として助成金を

毎年支給して頂いています。そして町の主催で

毎年H月 の第2土曜日には「町民グラウンド・ゴ

ルフ大会」が行われます。参加者も年々増えて

昨年は 260名の参加で盛大でした。この大会に

は愛好会も全員参加で大会に運営協力していま

す。

今後も会員同士の親睦はもちろんの事、愛好会

の発展を願うと同時に生涯学習の一環として町

内の老人会へのグラウンド・ゴルフの普及に努

めていく所存です。

県協会 10'

成

１０

大
　
谷
　
信
　
夫
　
５‐
打
　
羽

ル
エ
市

　

２５

」日

鹿

＝

江
　
藤
　
　
　
貢
　
５‐
打
　
熊

谷

市

　

２６

八
木
沢

‐２

中
　
田
　
正
　
喜
　
５‐
打
　
皆

野

町

　

２

上
遺
野

‐３

斎

藤

園

子

５‐
打

白

岡

町

　

η

河

部

‐４

田

沼

敏

雄

５‐
打

羽

生

市

　

グ
兄

山

‐５

上

原

正

和

５‐
打

杉

戸

町

　

∞

■

全
　
宏
　
”
打
　
幸

手

雨

幸

５３
打

熊

谷

市

カ
イ
子
　
５３
打
　
杉

戸

町

信

平

５３
打

熊

谷

市

光

男

“
打

本

庄

市

英

市

舅
打

越

谷

市

◎
お
金
で
買
え
な
い
財
産
を
得
た
気
が
し
ま
す
。

（他
市
町
村
の
方
と
の
出
会
い
）

◎
事
前
に
連
絡
を
し
て
お
き
吉
見
町
に
住
ん
で

い
る
実
妹
に
逢
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
は
人
と
人
を
結
び
つ

け
た
り
、
人
の
和
を
広
げ
た
り
、
素
晴
ら
し
い

出
会
い
を
造

っ
て
く
れ
る
、
良
い
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
い
ま
す
。
）

ま
た
お
逢
い
し
た
い
で
す
ね
。

十
周
年
記
念
交
歓
大
会
に
参
加
し
た
皆
様
か
ら

一
言

◎
環
境
整
備
さ
れ
た
場
所
、
会
場
で
プ
レ
ー
出

来
た
事
に
感
激
を
受
け
ま
し
た
。

◎
常
に
練
習
や
大
会
を
行

っ
て
い
る
場
所
と
全

く
違
う
会
場
で
プ
レ
ー
出
来
て
嬉
し
い
。

◎
大
会
役
員
さ
ん
ご
苦
労
様
、
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
回
も

楽
し
み
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
こ
の
位
の
規
模
の
大
会
を
年
に

一
度
開
催
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
お
手
伝

い
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ん
が
お
帰
り
に
な

っ
た
後
の
会
場
を
見
て
ゴ
ミ
ら
し
い
ゴ
ミ
の
殆
ど
な
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。

各
々
皆
さ
ん
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
ら
れ
た
の
で
す
。

後
片
付
を
ｔ
な
が
ら
実

ｒ
ヽ
大
会
の
運
営
を
や

っ
て
み
て
、
今
迄
あ
ち
こ
ち
の
大
会
に
出
場
し
た

が
、
本
当
に
今
回
は
そ
の
苦
労
ヽ
骨
折
り
が
よ
く
分
か

っ
た
と
会
員
同
志
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
よ

い
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第10回 夏期県大会 羽生大会

成績記録表 (6月 20日 )

卓季彙稔器重重屁二重

修茂良塁春二E羹 ]詈

１

増
　
田

２

島

崎

３

島
　
田

４

宮

田

５

引

間

６

鈴

木

７

小

島

８

鈴

木

９

佐
々
木

１０

稲

橋

６７
打
　
北
川
辺
町

７‐
打
　
北
川
辺
町

７３
打

人
利
退
町

７４
打

熊

谷

市

７４
打

皆

野

町

７５
打

鷲

宮

町

７５
打

深

谷

市

７６
打

〓
一
郷

市

７６
打

深

谷

市

７６
打

加

須

市

＝

新

井

‐２

蛭

沼

‐３

矢

野

‐４

矢

内

‐５

倉

持

‐６

金

子

‐７

八

嶋

‐８

佐
久
間

‐９

蛭

間

”

荒

川

７７
打

神

川

町

７
打

加

須

市

η
打

長

瀞

町

７７
打
　
幸

手

市

７８
打

杉

戸

町

７８
打

深

谷

市

７８
打
　
一二
郷

市

７８
打

〕石
槻

市

刀
打
　
］石
槻

市

７９
打

熊

谷

市



さ
ら
な
る
発
展
を
願

っ
て

越
谷
市
Ｇ
Ｇ
連
盟

△夏

山

崎

中
心

則

『水
と
緑
と
太
陽
の
街
』
越
谷
市
は
埼
玉
県

東
部
に
位
置
し
、
人
口
３０
万
を
越
え
る
中
核
都

市
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
我
が
街
に
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
連
盟
が
発
足
し
た
の
は
８

年
前
の
平
成
２
年
の
事
で
す
。
現
在
で
は
県
協

会
登
録
者
が
四
〇
〇
名
を
越
す
ま
で
に
大
き
く

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
は
体
育

指
導
委
員
の
先
生
方
に
よ
る
指
導
は
も
と
よ
り

連
盟
会
員
、
特
に
上
級
指
導
者
に
よ
る
普
及
活

動
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

越
谷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、

年
３
回
連
盟
会
員
の
た
め
の
ふ
れ
あ
い
大
会
を

行

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
教
育
委
員
会
等
が
主

催
す
る
市
民
体
育
祭
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大

会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
主
催
す
る
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
の
主
管
と
し
て

協
力
を
し
て
い
ま
す
。
県
協
会
、
埼
葛
地
区
の

大
会
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
技
術
の
向
上
を
図

る
為
に
年
に

一
度

一
泊
二
日
の
親
睦
大
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル

フ
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、

各
地
区
公
民
館
や
自
治
会
等
で
行
わ
れ
る
教
室

及
び
講
習
会
に
連
盟
と
し
て
積
極
的
に
講
師
を

派
遣
し
、

マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
た
正
し
い
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
指
導
、
普
及
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
連
盟
設
立
１０
周
年
に
向
け
て

全
会
員
が

一
丸
と
な
り
充
実
し
た
連
盟
運
営
と

更
な
る
発
展
の
為
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
越
谷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
連
盟
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

人
生
を
た
の
し
く

鷲
宮
町
Ｇ
Ｇ
愛
好
会

事
鷲

中

山

恒

寿

我
が
町
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
愛
好
会
が

平
成
３
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
は
８
年
目
を
迎

え
ま
す
。
会
の
組
織
も
年
毎
に
発
展
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
に
人
生
の
喜
び
を
感
じ
る
、

同
好
の
志
が
１２
グ
ル
ー
プ
、　
一
〇
八
名
で
、
毎

週
土
曜
日
を
練
習
日
と
し
て
、
毎
回
５０
名
～
６０

名
が
参
加
し
、
遊
び
を
原
点
に
勝
負
に
こ
だ
わ

ら
ず
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

会
の
構
成
　
　
役
員
９
名
　
理
事
６
名

上
級
指
導
者
Ｈ
名
　
会
員
‐０８
名

（全
員

。
日
本
並
び
に
県
協
会
登
録
）

会
の
事
業
　
　
定
期
大
会
年
４
回

（４
回
の
通
算
成
績
に
よ
り
年
間
賞
の
設

定
）

一
泊
研

鬱
大
会

。
日
帰
り
の
町
外
研
修

以
上
の
事
業
の
他
、
近
隣
市
町
と
の
交
流
大

会
等

一
年
を
通
じ
て
、
種

々
の
大
会
が
計
画
実

施
さ
れ
る
の
で
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
１４
日
～
１５
日
鬼
怒
川
に
於

て
、
親

睦
研
修
大
会
を
４７
名
の
参
加

（バ

ス
２
台
）
で

実
施
し
二
日
間
に
亘
り
６
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
も
同
時
期

に
実
施
す

る
予
定
で
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
町

の
各
サ
ー
ク
ル
別

の
グ

ラ
ウ

ン

ド

・
ゴ
ル
フ
人
口
は
、
四
〇
〇
名
程
度
と
予
想

さ
れ
る
の
で
、
更
な
る
会

の
発
展
を
目
指
し
会

員
の
増
加
と
事
業
内
容
の
充
実
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

東
秩
父
村
Ｇ
Ｇ
協
会
の
沿
革

東
秩
父
村
Ｇ
Ｇ
協
会

〈夏

栗

島

信

一

東
秩
父
村
は
埼
玉
県
の
西
部
に
位
置
し
、
都

心
か
ら
６０
ｍ
圏
に
あ
る
。
外
秩
父
連
山
の
山
々

に
囲
ま
れ
、
槻
川
の
最
上
流
の
地
域
で
自
然
豊

か
な
村
で
す
。

さ
て
、
東
秩
父
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協

会
は
、
平
成
２
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
以

前
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の

一
環
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
、
主
に
婦
人
会
を
中

心
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
た
。
会
員
構
成
は
、

婦
人
会
中
心
に
行

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
女
性

が
９
割
以
上
占
め
て
お
り
、
ま
た
男
性
会
員
に

つ
い
て
は

「グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
は
女
性
の

ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
意
識

↑
し
が
あ
り
、
な
か

な
か
男
性
会
員
が
増
加
し
な
か

っ
た
が
、
こ
こ

数
年
の
う
ち
に
４
分
の
１
程
度
ま
で
会
員
数
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

活
動
状
況
は
、
毎
週
火

。
金
曜
日
に
各
地
区

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
練
習
を
し
、
大
会
に
つ
い

て
は
春
夏
秋
冬
の
４
大
会
を
実
施
し
、
そ
の
他

村
外
大
会
に
４
大
会
程
度
出
場
し
て
い
ま
す
。

）

ま
た
、
平
成
８
年
度
に
は
県
協
会
補
助
事
業
と

し
て
親
子
大
会
を
実
施
し
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
業
と
し
て
開
催
す
る

よ
う
に
な
り
、
事
業
成
果
が
あ

っ
た
と
言
え
ま

す
。
そ
の
他
、
各
団
体
よ
り
要
望
等
も
あ
り
普

及
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
協
会
も
発
足
９
年
目
を
迎
え
て
よ
う
や
く

基
盤
も
固
ま
り
、
今
後
躍
進
す
る
よ
う
協
会
役

員
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

認
嵐
目

月鯛
晰

諸

．龍
ば島

一

に
な
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
あ
る
そ
う
で
す
。
一

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
に
も
健
康

一

嗜
理

・一
「
十
分
注
意
を
各
自
で
補
い
合
い
ま

一

「注
意

一
秒
、
怪
我

一
生
」
　

　

（
Ｉ
）

一

，―
‐
―
」


